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い草及びい草製品

大鞘樋門群(殻樋)

八代平野 遠景

日本遺産とは
　文化庁が平成27年に創設した制度で、地域の歴史的魅力や
特色を通じて、日本の文化、伝統を語るストーリーを「日本
遺産（Japan Heritage）」として国が認定するものです。
　認定を受けると日本遺産に関する支援を受けることができ
ます。
　今回が最後の認定で県内では3件目の認定、市単独としては
初認定となりました。

構
成
文
化
財

① 
め
が
ね
橋
　
　
　
　
　
46
基

（
鏡
町
）
鑑
内
橋

（
東
陽
町
）
新
開
橋
、重
見
橋
、松
山
橋
、

仁
田
尾
橋
、
館
原
橋
、
岩
本
橋
、
今
屋

敷
橋
、山
口
橋
、鶴
下
村
中
橋
、蓼
原
橋
、

美
生
橋
、
谷
川
橋
、
笠
松
橋
、
鹿
路
橋
、

鍛
冶
屋
上
橋
、
鍛
冶
屋
中
橋
、
鍛
冶
屋

下
橋
、
五
反
田
水
路
橋
、
大
久
保
自
然

石
橋
、
椎
屋
橋
、
平
山
橋

（
泉
町
）
本
屋
敷
橋
、小
谷
橋
、中
尻
橋
、

塩
平
橋
、古
閑
橋
、広
瀬
橋
、沢
無
田
橋
、

土
生
谷
川
橋
、
糸
原
橋
、
落
合
橋
、
た

け
の
こ
橋
、
高
原
橋

（
坂
本
町
）
下
深
水
上
橋
、小
崎
眼
鏡
橋
、

藤
本
天
満
宮
橋

（
二
見
町
）
須
田
眼
鏡
橋
、
大
平
眼
鏡

橋
（
古
橋
）、
赤
松
第
一
号
眼
鏡
橋
、

大
平
眼
鏡
橋
（
新
橋
）、
新
免
眼
鏡
橋
、

小
籔
眼
鏡
橋
、
床
並
眼
鏡
橋
）

（
敷
川
内
町
）
敷
川
内
橋

（
豊
原
下
町
）
茶
碗
焼
橋

② 

石
工
関
係
の
文
化
財
　
2
件

ひ
ね
り
灯
籠
【
若
宮
神
社
・
菅
原
神
社
】、

橋
本
家
文
書

③ 

干
拓
関
係
の
文
化
財
　
5
件

【
大
鞘
樋
門
群
、
岩
永
三
五
郎
の
墓
、

文
政
神
社
、
旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
　

附
・
潮
受
堤
防
、
郡
築
二
番
町
樋
門
】

④ 

城
　
　
　
　
　
　
　
　
2
件

【
麦
島
城
跡
、
八
代
城
跡
】

⑤ 

伝
統
芸
能
な
ど
　
　
　
3
件

⑥ 

食
・
特
産
物
関
連
　
　
2
件

⑦ 

天
然
記
念
物
な
ど
　
　
3
件

石
工
た
ち
の
軌
跡

　
か
つ
て
全
国
で
築
か
れ
た「
め
が
ね
橋
」

を
今
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
熊
本
。

そ
れ
ら
の「
め
が
ね
橋
」の
架
設
に
携
わ
っ

た
の
は
八
代
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
工

た
ち
。

　
彼
ら
の
卓
越
し
た
手
腕
は
日
本
各
地
で

必
要
と
さ
れ
、
万
世
橋
（
東
京
都
）
や
通

潤
橋
（
山
都
町
）
な
ど
の
架
設
に
携
わ
り
、

全
国
に
名
声
を
轟
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
八
代
は
多
く
の
「
名
石
工
」
を
輩
出

し
た
「
石
工
の
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

石
工
た
ち
の
活
躍
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
彼
ら
が
携
わ
っ
た
堅
牢
な
干
拓
樋
門
、

川
面
に
美
し
い
ア
ー
チ
を
描
く
め
が
ね

橋
、
見
事
な
棚
田
の
石
垣
な
ど
の
石
造
り

の
遺
産
は
1
0
0
年
以
上
経
っ
た
今
も
地

域
に
根
付
き
、
ま
ち
の
景
観
や
人
々
の
暮

ら
し
の
中
に
生
き
続
け
、
訪
れ
る
人
々
を

「
石
工
の
郷
」
に
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

石
工
た
ち
の

　
　
軌
跡
の
物
語

ス
ト
ー
リ
ー

八代を創造した石工たちの軌跡

八代の63の歴史文化遺産が
日本の宝になりました

～石工の郷に息づく石造りのレガシー～

鹿路橋

旧郡築新地甲号樋門

女相撲

美生地区の生姜棚田 ひねり灯籠(若宮神社) 笠松橋ひねり灯籠(菅原神社)

岩永三五郎の墓

橋本勘五郎

大鞘節

白髪岳天然石橋

八代城跡

た が や

さ と

け
ん
ろ
う

ひ 

も
ん

お
ざ
や

つ
け
た
り
・
し
お
う
け

▲構成文化財の
　位置図
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ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

　
　
　
八
代
の
遺
産

　
八
代
が
誇
る
石
工
た
ち
の
遺
産
や
文
化
が
、
日

本
遺
産
と
い
う
形
で
認
定
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

　
当
時
（
江
戸
〜
昭
和
初
期
）
の
日
本
最
高
峰
の

石
工
た
ち
が
つ
く
っ
た
め
が
ね
橋
や
、
今
住
ん
で

い
る
干
拓
の
工
事
が
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
八
代
地
域
の
石
工
た
ち

の
活
躍
が
改
め
て
す
ご
い
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　
今
回
、
認
定
さ
れ
た
文
化
財
は
ど
れ
も
石
が
緻

密
に
組
み
立
て
て
あ
っ
た
り
、
現
代
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
よ
り
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
な
ど
、
す
ば
ら

し
い
も
の
ば
か
り
な
の
で
一
つ
一
つ
じ
っ
く
り
見

て
ほ
し
い
で
す
。

石
工
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

遺
産
が
す
ぐ
そ
こ
に

上塚 寿朗　館長（石匠館）

　
八
代
に
存
在
す
る
数
々
の
石
造
物
。
1
0
0
年
以
上
経
っ
た
今

も
地
域
に
根
付
き
、
人
々
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
、
各
地
で
生
き

続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
遺
産
の
魅
力
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
何
気
に
歩

い
て
い
る
と
こ
ろ
や
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
身

近
な
と
こ
ろ
が
実
は
す
ご
い
も
の
だ
っ
た
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
改
め
て
地
域
の
良
さ
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
橋
が
架
か
っ
た
こ
と
で
、
人
や
物
が
行
き
来
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
文
化
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
文
化
や
石
造
建
造
物
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

八
代
を
も
っ
と

  

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
八
代
に
は
全
国
に
誇
れ
る
遺
産
が
あ
る
。
と
い

う
こ
と
を
日
本
全
国
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、
め
が

ね
橋
や
干
拓
樋
門
な
ど
の
歴
史
文
化
遺
産
が
、
石

工
た
ち
の
活
躍
や
成
長
を
、
文
化
財
が
八
代
の
発

展
の
歴
史
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
た
り
す
る
な
ど
、

八
代
の
歴
史
が
育
ん
だ
石
造
り
の
文
化
が
細
か
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
読
み
進
め
て
い
く
と
、
八
代

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
、
も
っ
と
地
元
を
好
き
に

な
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く

の
人
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
「
石
工
の
郷
」
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
現
地
を
巡
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
　

　
今
後
は
、
ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
に
日
本
遺
産
の

ス
ト
ー
リ
ー
や
地
元
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
、
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

の
収
束
後
を

見
据
え
て
、

多
く
の
観
光

客
に
安
心
し
て
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
、
来
年
度
開
館
予
定
の
八
代
民
俗
伝
統
芸

能
伝
承
館
（
仮
称
）
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
「
八
代
を

創
造
し
た
石
工
た
ち
の
軌
跡
」
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
各
地
に
分
布
す
る
歴
史
文
化
遺
産
は
、
石

工
た
ち
の
活
躍
が
も
た
ら
し
た
宝
物
で
、
地
域
の

人
た
ち
の
生
活
に
根
付
き
、
地
域
で
大
切
に
守
り

伝
え
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
普
段
何
気

な
く
通
り
が
か
り
に
目
に
す
る
も
の
は
宝
物
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
持
っ
て
地
元
・
八

代
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村田 仁志 主事
（八代市文化振興課）

▲日本遺産の認定を喜ぶ文化財関係者・地元住民の皆さん

▲ライトアップにより、昼間とは違った雰囲気を
　味わえる笠松橋

た
が
や

い
し
く


